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2020年とアメリカにおける歴史認識の革命

　2020年は、アメリカが大きく変わった一年だった。武漢ウイルスは当然、アメリカを
はじめ世界の経済、政治体制などを大きく左右した。だが、もっと大きな変化は、ウイル
スがもたらした混乱に便乗するアメリカの革命派によって、アメリカでは自国の歴史に対
する国民の認識が一変したことだった。1

　しかしこの認識革命は、一朝一夕に成ったことではない。長年にわたり、アメリカの大
学や学校で反米、親共「教育」が行われてきた結果として、アメリカの若者を含めて、多
くのアメリカ人が洗脳された。2�共産主義者、社会主義者、それから中国共産党の工作員
などの反社会分子が、少しずつアメリカ人の歴史認識を変えようとしてきた。3�戦後西ド
イツの共産主義活動家ルディ・ドゥチュケは、1967年に「制度内への長征」を口にした
が、それはイタリアの革命家アントニオ・グラムシが長い間夢見ていたことを実現するこ
とだった。グラムシは文化を戦場と見なし、彼の思想的弟子であったドゥチェケ同様、
様々な制度を引き継ぐことにより、それを左翼マルクス主義者の道具にしようとしたのだ
つた。2020年は、彼らの長年の夢である「制度内への長征」が、やっと目的地に辿り着い
た年である。4�共産主義者、社会主義者、革命的マルクス主義者の洗脳によってアメリカ
の歴史認識が変化し、左翼に期待されている社会の実現が近付いていると言えよう。
　共産主義社会が最終目的だとしても、彼らにとって中間目的とはなんだろう。いうまで
もないが、グラムシが想像していたのと同じ共産主義的・暴力的革命だ。革命は、歴史
認識を変えれば実現できるという法則が今年実証された。5�2020年に顕在化したのは、歴
史認識の革命と実際に行われる政治革命との繋がりだ。捏造した「歴史」をアメリカ国民
の頭に刷り込む目的は、結局、共産主義革命だ。共産主義革命を勃発させる一つの方法
は、あらゆる歴史を捏造して、共産主義を美化する事だ。6�この悪循環は、2020年に生き
ている人間には誰でも見えているはずだ。7

　2020年とその以前にアメリカ国内で誰が何を教え、本格革命の準備をしていたか、以
下に具体的に紹介する。それからアメリカ国内で共産主義など左翼の洗脳、捏造、歴史
認識革命に反論している学者も紹介する。結論を先に書けば、反論している誠実な学者
はまだいるものの、アメリカのアカデミー、学校などはほとんど左翼に乗っ取られ、しか
もその一部は中国共産党の支配下にあるので、アメリカの学界における反米、親共傾向
と、アメリカ国民に対する歴史認識革命は、これから更に激化する可能性が高い。8
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「1619年プロジェクト」とその背景

　2020年にアメリカで起きた、歴史に関する一番有名な動きは、「1619年プロジェクト」
だ。「1619年プロジェクト」とは、『ニューヨーク・タイムズ』のコラムニストであるニコー
ル・ハンナ・ジョンズが2019年に、マッカーサー基金などの左翼サポートを受けて発表
したアメリカ史の根本的書き直しへの挑戦である。9「1619年プロジェクト」は捏造に満
ちていると、リンカーン政権と南北戦争を専門にするアレン・C・グエルゾーが指摘する
が、2019年にハンナ・ジョンズは「1619年プロジェクト」でピューリツァ賞を受賞する
ほど、影響力を発揮している。10「1619年プロジェクト」のせいで、アメリカ人の自国認識
は2020年に一変した。
　例えば2019年9月、「1619年プロジェクト」を巡る嵐が激しく吹き始めた頃、テキサス
州のヒューストン市で開催された民主党大統領予備選の討論で、同じテキサス州出身の
若手政治家�ベト・オロークは、演壇で次のようにはっきり表明した。「アメリカの歴史
は、奴隷が初めてアメリカ大陸に連れてこられた1619年8月20日から始まった。だから、
1776年7月4日に建国を祝っているのをやめて、1619年8月20日からアメリカが出発して
いると考えるべきだ」。11�今までの大統領ディベートは愛国を論ずることが常識だったが、
今回の大統領選挙で民主党は常識を逆さまにして、国を侮辱することを基準に設定した。
ベト氏がディベート舞台で発表した発言は、ベト本人が古い資料を調べてわかった事実
ではなく、「1619年プロジェクト」を鸚鵡返ししていただけだ。
　「1619年プロジェクト」が訴える一つの大きな不満は、アメリカ史の教育の中に占めて
いる白人の存在が大きすぎるということだ。アメリカの学校教育の一環として、アメリカ
の生徒はもちろんアメリカ史を勉強させられる。その歴史の出来事の流れ、歴史の大筋
は確かに大体白人を中心にするものだ。例えば、1776年にトーマス・ジェファソンが独
立宣言を書いて、アメリカという新しい国が正式に誕生したとか、1781年のヨークタウ
ン戦後にイギリス将軍チャールズ・コーンウォリスが降伏して独立戦争が終わったとか、
1789年にアメリカ合衆国憲法ができて、独立戦争で鍛えられたアメリカの愛国者が国の
基盤をやっと固めて、アメリカの基本的権利が確保され、アメリカの方向性が設定され
たなど、外国でも有名なアメリカ史の様々なエピソードが、白人の出来事をベースにして
教えられる。
　しかし「1619年プロジェクト」の批判は、「アメリカ史のカリキュラムは白人が多すぎる」
という点だけに止まらない。「1619年プロジェクト」はアメリカ史の「理想」まで拒否する。
今までのアメリカ史の教え方を改善するどころか、徹底に壊す事が本当の目的なのだ。
　今までのアメリカ史の教え方は、アメリカの本当のことを紹介しながら、アメリカがそ
もそも持つ「理想」も紹介して、バランスよくアメリカ史を教える事だった。憲法制定の
後、例えば南北戦争や黒人に対する迫害があったが、アメリカの理想は独立宣言と合衆
国憲法に基づいていて、マーティン・ルーサー・キング・ジュニア牧師の「夢」は、肌の
色に関係なく、その理想を全国民に与えることだったという趣旨が、数十年前までアメリ
カ国内で歴史教育のスタンダードだった。筆者も、小学校、中学校、そして高校の時に、
こういう歴史を教わった。中学校で、アメリカ合衆国憲法の前文を、歌の形で暗記させ
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られた時のことは、未だにいきいきと覚えている。アメリカには罪もあると認めながら、
希望の炎の方が強いので、アメリカ人である事を誇りに思いましょうというのが、アメリ
カ史の先生のスタンスだった。歴史の時間では、過去をそのまま教えられて、奴隷制度、
ベトナム戦争の時にあったベトナム農民の虐殺などは一切隠されないで開示されていた
が、どちらかというと、アメリカという国は決して悪い国ではない、特に人種差別の面で
大きく進歩してきた国だ、と学校の先生が教えていた。
　「1619年プロジェクト」は、このアメリカ史の中に潜んでいると言われる希望を消す事
によって、アメリカの現在を大きく変えるようにすることが最終的戦略だ。その戦略は、
実は新しい戦略ではなく、昔からマルクス主義者が使っているお馴染みの戦略だ。

「1619年プロジェクト」の支流、文化マルクス主義

　1960年代からアメリカ国内の主要大学には、共産主義者と文化マルクス主義者が次々
に潜入して、アメリカの教育を全面的に変えようと画策していた。例えば文化をマルクス
主義の戦場として見ているフランクフルト学派が特に有力だった。その中で、例えばドイ
ツ人マルクス主義者ヘルベルト・マルクーゼ（1898年―1979年）とマックス・ホルクハ
イマー（1895年―1973年）、エーリヒ・フロム（1900年―1980年）などが有名だ。彼ら
を含めたフランクフルト学派が取り組んでいるプロジェクトは、西洋の「ブルジョア文化」
が腐敗していてマルクス主義革命による「解放」を妨げているので、その「ブルジョア文化」
を覆してマルクス主義革命の支度をすることにある。12

　フランクフルト学派のメンバーは共産主義者、マルクス主義者だったが、アメリカ合
衆国は冷戦でソ連と対立していたので、冷戦中のアメリカ国内では、「私は共産主義者だ」
と簡単に言えなくなっていた。13�共産主義者を自称する学者は、大学から追い出される可
能性も十分あった。なので、言い回し、隠語、美称など、直接に共産主義のプロパガン
ダだと言わないで、秘かに共産主義プロパガンダがばら撒かれていた。その影響で、時
間が経てば経つほどアメリカ国内が少しずつ赤く染められていった。アメリカが赤く染め
られたのは、知らないうちにそうなったわけだ。
　例えば、上述したマルクーゼが『純粋な寛容の批判』を出版した1969年後、「批判理論」
が唱えられてきた。14�マルクーゼのテーゼは、人間の「解放」のために出来るだけ右翼を押
し潰して、左翼だけに寛容であるべきだ、というものだ。15�同じ1969年に、マルクーゼは

「解放に関するエッセー」を書いて、革命の必要を主張した。アメリカの中で、黒人もそ
の革命の最先端に立たなければならない、とも書いている。16

　ここに見える、マルクス主義者が想像する革命と黒人の役割はとても重要だ。アメリカ
のロー・スクールにたむろするマルクス主義者は、アメリカの法律が根源的に人種差別
主義だと思わせるために、マルクーゼが発明した「批判理論」を「批判的人種理論」に発
展させて、学生などに支持されていた。1970年代からハーバード大学のデリック・ベル
教授が批判人種説の展開のリードをとって、アメリカ法曹の中から黒人囚人を使って革
命を起こそうとした。ベルはマルクス主義者だった。17

　今よく耳にする「白人特権」というスローガンも、文化マルクス主義者が発明したもの
だ。ベルの弟子ノエル・イグナチエヴが1967年に「白い肌の特権」という概念を発明して、
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人種問題を武器化してから、マルクーゼの「右翼を押し潰す事によって左翼を解放させる」
アイディアに従って、ベルはアメリカの法曹界を直接に攻撃した。18�ちなみに、イグナチ
エヴは猛烈な共産主義者だった。19

　保守系シンクタンクであるヘリテージ財団のシニア・フェロー、マイク・ゴンザレス氏
は、2020年に繰り返された「1619年プロジェクトの暴動」などの責任の大半は、文化マ
ルクス主義に魂を売っている大学教授に帰する、と主張している。とりわけ、デリック・
ベルの役割が大きいとゴンザレス氏は言う。ゴンザレス氏はベル教授が1995年に発表し
たエッセーを抜粋して、「ある文化を革命化する作業は、その文化のラディカル的な批評
から始まる」と書いて、ベルが主張している批判的人種理論と2020年の暴動との関係を
強調する。批判的人種理論は文化マルクス主義者が最初に発明したとゴンザレスは書き
ながら、アメリカで本格的に提起されたのは1977年で、ウイスコンシン州立大学で行わ
れた批判人種説のコンフェレンスだったと書く。1989年にもまたウイスコンシン州立大
学で批判人種説のシンポジウムが開催され、ウイスコンシン州マディソン市にあるこの
大学は、反米の拠点として極めて有名になった。20

ジェンダー学も文化マルクス主義

　ウイスコンシン大学が反米の拠点としてよく知られているのは、歴史学部に止まらな
い。21�ウイスコンシン大学は、フェミニズム、ジェンダー学などでも非常に有名なところ
だ。年間の全米ランキングで、その分野におけるトップ・ファイブに入ることも多い。ジェ
ンダー学のメッカーは、ウイスコンシン州立大学だ。反米歴史観とフェミニズム、ジェン
ダーイデオロギーとの重なりを注視すると、自虐史観のルーツと文化マルクス主義の影
響が見えて来る。
　フェミズムは最初から、例えばアメリカの理想を実現するために、女性も投票権を持
たなければならないという考え方が主流だったが、1960年代からフェミズムが共産主義
に乗っ取られて、アメリカの理想のためではなく、女性を搾取しているアメリカという悪
質な国を滅ぼすために、と方向転換した。22�マルクス主義のフェミニストは、「Smash�the�
patriarchy!」（家長制度、男性社会を叩け！）とよく絶叫するが、その意味はマルクーゼの
共産主義仲間、テオドル・アドルノから来る。アドルノは、アメリカの社会の中のファシ
ズムへの傾向を批判していた。ブルジョワ社会、とりわけアメリカの社会は権威主義的
社会で、男性は家族の独裁者になりがちだとアドルノは主張する。23�フェミニストはアド
ルノのアメリカ社会の「権威主義」批判を更に展開して、アメリカが家長社会、男性社会
だとまで批判を膨らませた。現在のアメリカの大学では、この主張に沿っていないジェン
ダー学者は非常に珍しくて、反男性と反米のスタンスがジェンダー学の基本になった。24

　左翼フェミニズムの本質と反米歴史観の関係をよく説明する本として、『ジェーンの話』
がある。25『ジェーンの話』は、1960年代半ばからシカゴで違法中絶を提供した取り組み
について書いた一冊だ。題名の「ジェーン」は、実は中絶を提供するグループのあだ名だっ
た。『ジェーンの話』は、昔そのグループの一員だったローラ・カプランが書いた本で、
自分の経験と他のメンバーの回想によって綴られた一冊として、当事者が中絶制度を暴
く非常に重要な証言だ。26
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　「ジェーン」という運動の始まりは、最初に「クレア」と名乗る女性が中絶のニーズがあ
ることに気が付いてから、シカゴで貧乏な女性に中絶を出来るだけ低コストで提供しよう
としたことだ。しかし、「クレア」と名乗る人物の本名はヘザー・ブースで、今は左翼フェ
ミニストとして、アメリカ国内で非常に有力な存在だ。ブースは1967年に「民主的社会
を求める学生」（SDS）という反米、親共のテロ組織のラディカルなリーダーと結婚したが、
それ以前からもずっと左翼活動を続けて来た。27�ブースは徐々に過激的な組織、ベトナム
戦争に反対しているベ平連のようなグループなどと連携して、中絶は、女性だけの問題
ではなく、他の左翼的思考、運動などと関係していると考えるようになった。28�つまり、
ブースは中絶問題を反米運動と結び付けた人物の一人だ。
　ブースと彼女に協力する女性は、中絶を使ってフェミニズムを極左的傾向に転換すべ
く、舵を切った。ブースと「ジェーン」は、女性が男性に迫害されているからこそ、男性
との間で出来た赤ん坊を中絶で無きものにして、自分の人生を自分だけでコントロールす
ることが目的になった。その延長線上で、現在のフェミニズムは男性と平等な権利を求め
るどころか、男性の絶滅、男性は一切要らないなどと主張するフェミニストが多い。もっ
と大きな目で俯瞰すると、フェミニストの目から見ると、アメリカ史、それから世界史は、
男性の女性に対する攻撃にすぎず、男性は女性に対して暴力を振い、強姦しかしてこな
かった、となる。反米、反男性を同時に主張しているフェミニストが少なくない。29

ジェンダー学と「インターセクショナリティ」

　男女対立と憎しみだけではマルクス主義革命にならないと気付いた左翼は、フェミニ
ズムをさらに過激化して、フェミニズムからジェンダー学に切り替えた。ジェンダー学
は、どちらかというと、あらゆる人の人格レベルで混乱を攪拌するためにある、革命的「学
問」だ。男性、女性はそもそも有産階級（つまり、アドルノらが反対していた「ブルジョア」）
が勝手に作り出したカテゴリーに過ぎないと決めつけて、人間の「解放」を妨げていると
いう基本スタンスが、ジェンダー学だ。「解放」を実現するために、男性は女性になれるし、
女性も男性になれる、元々性別（つまり、男女）は存在せず、いくつかの性別、または性
別を完全に否定する「性別」もある、などと主張する。
　前世代のフェミニスト、例えばレズビアン・フェミニストは、女性の権利と女性の特別
な経験、考え方などを大切にする。そして以前に教わった通り、男性は女性に暴力と強
姦をもたらさざるを得ないものだから、男性を排除したいという考えだが、そのレズビア
ン・フェミニストは今、「ファシスト」と呼ばれて、ジェンダー学の過激派から威嚇を受
けている。例えば2017年2月にヘリテージ財団が主催したシンポジウムでは、レズビア
ン・フェミニストがトランスジェンダー・イデオロギーを批判して、女性を保護しようと
発表したら、左翼から容赦無く中傷を受けていた。30�そのシンポジウムで発表したジュリ
ア・ベックは、以前から有名なレズビアン活動家であり、メリーランド州ボルティモア市
のLGBT委員会の委員として活躍していたが、自分はトランスジェンダーだと称する男性
の強姦魔のことを「彼女」と呼ぶのを拒否して、敢えて「彼」と呼んだことで弾劾されて、
委員会から追い出された。トランスジェンダーを自称した強姦魔は、男性の刑務所から
女性の刑務所に移送され、女性の刑務所でも二人の女性囚人を強姦したのに、それを批
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判したベックの方が糾弾された。31

　ベックに対する暴言、威嚇などに見えるのは、文化マルクス主義者が現在唱えている
「インターセクショナリティ」だ。「インターセクショナリティ」は、あらゆる迫害、搾取
などが結局繋がっていて、白人男性による支配体制を全て破壊しなければ人間の「解放」
が出来ない、というイデオロギーだ。32�ベックは、「男でも女になれる」というイデオロギー
を拒否する事で、「インターセクショナリティ」をも拒否していると見做された。だから
ベックはひどい暴言、威嚇を受けていた。要するに、ジェンダー・イデオロギーに制限
をかけようとするベックと他のレズビアン・フェミニストは、マルクス主義革命への妨害
になっているとされ、左翼から脅しを受けている。これも文化マルクス主義の一部に過ぎ
ない。33

偽りの歴史家、ハワード・ジンの役割

　ベックの例にも見える左翼の暴力、暴言は、一般市民に拒まれているようだが、高等
教育を受けているアメリカのインテリ層の中、ベックを糾弾する事に賛成している人は多
い。34�実は、アメリカでは教育を受けていれば受けているほど、文化マルクス主義の考え
方に賛成する傾向がはっきり見える。35

　さて、アメリカ国内で反米テロ組織が一体なぜ支持されているのか、不思議に思って
いる方が多かろう。その謎解きにハワード・ジン（1922年―2010年）の書籍が役に立つ。
とりわけジンの『民衆のアメリカ史』は、今の反米体制の基盤を築いた一冊だ。36�ジンの基
本的解釈は、アメリカ史に二つのグループがある、つまり迫害を行っているグループと迫
害を受けているグループがある、というものだ。迫害を行っているグループは、言うまで
もなく白人男性だ。そして迫害を受けているグループは、白人男性以外の全ての人々だ。
ジンのこの被害妄想を正しいと祭り上げている自虐史観は、アメリカ合衆国は元々だめな
国だ、と繰り返している。ジンの『アメリカ史』では、アメリカを定義するのは、アメリ
カン・インディアンの退治、奴隷制度、人種差別、女性への圧政、大手企業や資本家に
支配されたアメリカなど、文化マルクス主義者もよく指摘していることだ。37

　しかしジンが書くいわゆる『アメリカ史』は、誤った情報、または捏造した情報がかな
り混じっている。38�例えばヘーマーケット事件がある。ヘーマーケット事件は、左翼の聖
域化された出来事だ。1886年5月に、シカゴ市内のへーマーケット広場で労働問題につ
いて演説が行われている最中に、誰かが自家製爆弾を大勢の中に投げつけて、爆弾が炸
裂し、暴動を未然に防ごうとしていたシカゴ市の警官一人が即死、その後も７人の警官
が爆弾によって受けた怪我が元で死亡した。他にも死者がいて、怪我人も百数十人を超
えている。
　問題は、爆弾を投げたのは「誰か」だ。当時、爆弾魔として逮捕された容疑者らは、実
は無罪で、警備員本人がわざと爆弾を投げたか、嫌がらせで警察が違う人をわざと逮捕
したか、不満に思う人や陰謀説を呟いている人も多かった。左翼は、爆弾を投げた人が
同じ左翼だったとは、一切認めたくない。ジンも、誰が爆弾を投げたか未だにわからない、
と書いて、いずれの場合にもへーマーケットはアメリカ政府がその悲劇を利用して、労働
者に対する迫害を更に悪化させたと書く。39
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　しかし実際に、誰が爆弾を投げたかは判っている。警察が二回も逮捕して、二回とも
逃げられ、三回目に逮捕する前に外国に逃げたアナーキストのルードルフ・シュナウベル
トだったことが判っている。その事実は当時でも知られていて、疑問の余地は殆どないと
思われる。アメリカ国内でなぜ広く知られていないかと言うと、教育機関を握っている左
翼が敢えて教えないからだ。シカゴ市には「へーマーケットの殉教者」、つまり爆弾で亡
くなった労働者とアナーキストのための石碑と銅像があるが、左翼の神話にも拘らず、そ
の「殉教者」は警官の手ではなく、そして知らない人の手ではなく、自分たちの仲間の手
で亡くなったというのは、左翼にとっては不都合な事実だ。ジンはもちろんそれを書かな
いし、アメリカの大学の教授もそのことをほとんど教えない。40

ハワード・ジンの歴史歪曲とアメリカの国内テロ組織

　へーマーケットはなぜ2020年に再び有名になったかというと、へーマーケットで爆弾
魔に殺された警官のためのもう一つの石碑、銅像があって、それを1969年と1970年の二
回も爆破したテロ組織「ウエザー・アンダーグラウンド」が蘇って来たからだ。2020年暴
動以前から話題になっていた「ブラック・ライブズ・マター」というテロ組織は、昔の「ウ
エザー・アンダーグラウンド」の一員から支援と訓練を受けていたことが明らかになった。

「ブラック・ライブズ・マター」は、昔の「ウエザー・アンダーグラウンド」が目指してい
たマルクス主義革命を起こそうとしている。
　ヘーマーケット事件と同様、ブラック・ライブズ・マターの本質は公然の秘密だ。
2015年のインタービューでブラック・ライブズ・マターの創立者の一人、パトリース・
カラーズが「私たちは訓練済みのマルクス主義者だ」と明言した。41�ブラック・ライブズ・
マターがマルクス主義の訓練を受けていたのは、元「ウエザー・アンダーグラウンド」メ
ンバー、エリック・マンからだ。42�マンは、1969年にハーバード大学でテロ活動をした事
で逮捕され、警官に対する殺人未遂などの犯罪で18 ヶ月の懲役を受けた極悪テロリスト
だ。43�ハーバード大学生ではなかったマンだが、ハーバード大学でのテロで逮捕される前
にも、全米の大学キャンパスをアメリカのマルクス主義革命の中心にしたいと言っている

「民主的社会を求める学生」（SDS）の一員として、コロンビア大学などで大規模の暴動を
企画し指導した。44

　マンは、他の「ウエザー・アンダーグラウンド」メンバーと同じく、毛沢東、フィデル・
カストロ、チェ・ゲバラなどに憧れていて、アメリカでも暴力的な共産主義革命を起こし
たいと夢見ていた。45�その革命の引き金として、アメリカの黒人の怒りが必要だと考え、
黒人はずっと搾取されて来ているから怒れ！と、わざと怒りを煽っていた。46�マンが創設
に協力したブラック・ライブズ・マターの歴史観は、アメリカ全国の学校などのカリキュ
ラムに織り込まれている。その目的は、子供を「小さなマルクス主義者に変貌させる」こ
とだ。47�自虐史観とマルクス主義革命には、見事に一貫性が見える。

文化マルクス主義とアメリカの現在の自虐史観の実り

　残念ながら、ジンが捏造した『アメリカ史』はアメリカの学界、そして教員養成学校な
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どで定番になっている。48�白人男性は悪者扱いされて、過去の白人男性も現在の白人男
性もテロリストのような存在とされている。49�特に保守系アメリカ人と愛国者は、白人男
性による支配制度を助長させているので、追い出さなければならないと言われている。
2020年の暴動の中、歴史人物の銅像などが引きずり倒されていることがよくニュースに
なったが、破壊されたのは、奴隷を持っていた白人男性、例えばトーマス・ジェファーソ
ン、ジョージ・ワシントン、大統領であったアンドリュー・ジャクソン、南北戦争の時南
部の将軍であったトーマス・ストーンウォール・ジャクソンの銅像がほとんどだった。
　その上、奴隷制度に反対していた人物の銅像などが2020年に破壊されたことも、ジン
の自虐史観と歴史捏造がどれだけ普及したかということを教えてくれる。例えば、南北
戦争の時にほとんど黒人兵士から成っていた第54マサチューセッツ歩兵連隊の指導者で
あったロバート・ショー大佐、北部の大統領で「奴隷解放宣言」を出したアブラハム・リ
ンカーン、人種差別とは全く関係のないウイスコンシン州首都マディソン市の議事堂の
前を飾る「進歩の女神」、それからイエス・キリスト、マリア、カソリックの聖人たちの
銅像が取り壊されていたことも、ジンの教えの結実と言えた。50�誰であろうが、過去の事
実そのものが駄目だとか、歴史実体が敵だとアメリカの若者は考えているようだ。51

　大学の教授、学校の先生などは、こういう暴動、略奪などを止めようとはしない。却っ
て、唆している。2020年6月に、ニューヨーク・シティにあるジョン・ジェイ・カレッジ
の教員、エリン・トンプソン准教授は、暴動を起こした連中に自分のツイッターで銅像
の倒し方を教えていて、「もっと早く倒し」て、と促していた。52�同じ時にアラバマ州立大
学バーミンガム校の教授サラー・パルサクは、古代エジプトを研究しているオベリスク
の専門家と自称していて、「オベリスクの倒し方が知りたい人のため」と題名するツイー
トの連載をアップした。53�また2020年6月にミネソタ州セント・パウル市にあるクリスト
ファー・コロンバスの銅像を倒したマイケル・フォルシアがその罪で刑務所に行かない
よう、メトロポリタン・ステート大学助教授ラジ・セッツラジュが介入して法曹と交渉し
た。54�2020年の暴動、略奪は、メイド・イン・ユニーバーシティだった。
　今日のアメリカ学界は、ほとんど反米、親共または公然たる共産主義者に牛耳られて
いる。55�共産主義、社会主義を奉じる過激な教授らは、もう既に自分が共産主義者である
ことを隠そうとはしていない。公の場で、保守系、警察、アメリカの政治家、アメリカの
一般市民、資本主義制度、そしてアメリカ政府に対する暴力を呼び掛けている。56�自分の
ツイッターにアップしている投稿や、テレビやラジオの出演などで、明らかに暴力を褒め
たてていて、革命を期待する教授がいる。57�例えば、マイケル・アイザックソンは、上述
のジョン・ジェイ・カレッジで経済学を教えていた教授だが、彼は2017年8月23日に自
分のツイッターを更新して、「将来死んでいく警官を教える事が私の特権だ」と綴った。58�
ジョン・ジェイ・カレッジの卒業者は、よく警察署に就職して、警官になることで有名な
ので、アイザックソン氏は、その卒業者、つまり自分の教え子の一部がある日、警察の仕
事の中で殺されることを想像して、もしそうなったら嬉しいということを書いたわけだ。
そのツイートが全国ニュースになり、アイザックソンはフォックス・ニュースの人気キャ
スター、タッカー・カールソンの番組に出演して、自分が書いたことのどこが悪いのか、
と厚顔無恥に正当化した。59

　アイザックソン事件のおよそ８ヶ月前の2016年のクリスマス・イブに、ドレクセル大
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学教授ジョージ・チッチャリエロが自分のツイッターで、「クリスマスに欲しいのはただ
一つ、白人ジェノサイドだ」と書いて、それから翌日のクリスマスに「はっきり言ってお
くが、ハイチで行われた白人ジェノサイドはとてもいいことだった」と書いた。60�白人に対
する暴力を呼び掛けるアメリカ教授は、意外と偏在しているようだ。例えばウイスコンシ
ン州立大学ジェンダー学研究者サミー・シャーク教授が2020年10月の副大統領ディベー
トの時に、ペンス副大統領に対する暴力などを呼びかけるツイートで全国ニュースの注目
を集めた。61�皮肉にも、シャーク教授は、ウイスコンシン州立大学で「反レーシズム」科目
を担当している。
　そしてアイザックソンが望んでいる警官に対する暴力は、他の教授も望んでいるよう
だ。例えばカリフォルニア州立大学デービス校の英語学部教授ジョシュア・クローバーは、
2019年2月に「警官を殺すべきだ」と自己ツイッターに書いた。62�テネシー州ナシュビル市
にあるヴァンダービルト大学准教授リサー・グンサーは、「反警官科目」を提供している
ことで2015年に話題になった。63

「1619年プロジェクト」に反論するアメリカの歴史家、他の学者

　上述した反米教授らと同じく「1619年プロジェクト」も、アメリカは人種差別の国で、
歴史の草創期から人種差別をしてきたと一色に塗り潰そうとするが、反論する人もいる。
例えば、なぜ1620年がアメリカの建国記念日に選ばれたかというと、その年に「メイフ
ラワー号」でアメリカ大陸に到着したピルグリム・ファザースは、それ以前から来ていた
イギリス人とは違って、現地人を見下さないで、人種差別はしないグループだったから
ということを強調するジャーナリストもいる。1620年にプリマスに一歩を踏んだピルグ
リムスは、例えばインディアンを馬鹿にしつつもアメリカに詳しかったジョン・スミスと
仲が悪く、彼がインディアンを軽視していることが嫌いだった。アメリカ史には色々な人
物が登場するが、その後にきたアメリカ人がヒーローとして憧れる人物は、やはり人種差
別をやめて博愛を目指す人が圧倒的に多い。64

　アメリカは「人種差別」だけで片付けられないと反論している人は、他にもいる。例え
ば、「1619年プロジェクト」がもたらす暴力、反米ムードを憂うる黒人運動家ロバート・ウッ
ドソンは、「1776年で一致を」というプロジェクトを2020年に立ち上げた。65�このプロジェ
クトの目的は、もっと的確に且つ長い目で見たアメリカの歴史教育を学校などに提供する
ことだと言っている。ウッドソン氏と他の保守系黒人は、「1619年プロジェクト」を全面
的に拒否する。「1776年で一致を」プロジェクトは、アメリカ史のカリキュラムを作成し
て、それを各学校で使ってもらうよう運動を続けている。66�なぜなら、「1619年プロジェ
クト」は黒人をあまりに見下しているからだ。黒人や他の有色人はアメリカ歴史の被害者
であるというだけで、アメリカという国を転覆させない限り被害者の役割は終わらない。
アメリカの歴史の大筋、本質は奴隷制度で人種差別だ、と「1619年プロジェクト」を主催
した『ニューヨーク・タイムズ』は強く主張している。しかしその主張は、黒人に対する
侮辱で、黒人が達成した成功を否定するものだ、とウッドソン氏は反論する。67

　他にも、「1619年プロジェクト」に反論している黒人学者がいる。例えば、ヴァンダー
ビルト大学を退任したカロル・スエイン教授がいる。スエイン教授は、自分は黒人だか
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ら被害者だと思ったことはない、常に成功を追いかけた結果、成功できたと言っている。
68�スタンフォード大学にあるフーバー研究所のトーマス・ソーエル教授、69�同じフーバー
研究所のシェルビー・スティール氏、70�最高裁判所の判事クレーレンス・トーマス氏、71�そ
れから2020年12月に亡くなった経済学者ウォルター・ウイリアムズ教授も同様に「1619
年プロジェクト」に反論している。72

　黒人だけではなく、「1619年プロジェクト」の主催者が全国に押し付けようとしている
反米洗脳に反対している研究者は、確かに増えている。例えば2019年に出版されたオク
ラホマ大学教授ウイルフレッド・マクレー氏の『希望の国、アメリカ』が有名だ。73『希望
の国、アメリカ』は、題名でわかる通り、アメリカという国は単なる人種差別主義の悪質
な国ではなく、たくさんな人が更なるいい人生を求めて来ている国で、黒人にとっても
夢の国でもある、と書いている。マクレー教授は、反米政治家にも公の場で反論してい
る。例えばニュー・ヨーク出身の民主党議員アレクサンドリア・オカシオ・コルテスが、
2019年に、サンクスギビングというアメリカの感謝祭は人種差別だと発表したら、マク
レーは『ウォール・ストリート・ジャーナル』で彼女の論調を徹底的に論破した。74

　あと左翼の反米論調に反論している歴史学者として、キングズ・カレッジ研究者アミ
ティー・シュレーズがいる。シュレーズ氏は、あまり知られていない米大統領の一人カル
ビン・クーリッジについての伝記を執筆したことで評判が高くなったが、2019年に出版
した『グレート・ソサエティー』という歴史の本は、「黒人は奴隷制度の単なる被害者だ」
という左翼の主張に反論する。75�デーヴィッド・ホロウィツ氏も、大学の「過激派」教授の
危険を暴露する本を出している。ホロウィツは昔、マルク主義者で日本の『赤旗』に当たる
雑誌『ランパーツ』を編集していたので、マルクス主義者と彼らの行動を詳細に知ってい
る。76�ホロウィツは特に「ウエザー・アンダーグラウンド」のテロ活動を厳しく批判する。77

　学校の教育の腐敗と政治的偏見を指摘している学者もいる。メリー・ライス・ハッソ
ンとテレサ・ファーナンの共著『今すぐ学校へ通わせるのをやめて』は、教員養成学校で
は反米洗脳とジェンダー・イデオロギー以外にほとんど何も教えられていないので、子
供を絶対に教員養成学校へ行かせてはならない、と警鐘を鳴らしている。78�この数年話題
になっている、共産主義イデオロギーを子供に押し付けているのではないかと懐疑的に
見られている「コモン・コアー」カリキュラムを批判する学者、記者などもいる。79�プリン
ストン大学教授ロバート・P・ジョージの『良心とその敵』は、教育制度も含めてアメリカ
の左翼が教育制度などを攻撃し、破壊活動の標的としていることの危険性について述べ
ている。80

　保守系シンクタンクのマンハッタン・インスティチュートのフェロー、ヘザー・マック・
ドナルドは、「ダイバーシティ訓練」など他の極左洗脳によって大学を始めアメリカ社会
全てがどれだけダメージを受けているか、『ザ・ダイバーシティ・デルージョン』で厳し
く指摘していて、左翼が施すいわゆる「教育」を非難している。81「ナショナル・アソシエー
ション・オブ・スコラーズ」のプレジデントで、元ボストン大学の人類学教授ピーター・ウッ
ドも、2003年に「ダイバーシティ」を批判的に扱う本を出版した。82

　「全国学識者協会」（NAS）の斡旋で、ウッドは「1619年プロジェクト」の主張に反論
するために「1620年プロジェクト」を立ち上げて、志のある学者を集めてシンポジウ
ムなどを開催している。83�ウッド教授は2020年に、「1619年プロジェクト」に反論する
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『1620年』を出版した。84『ニュー・クライテリオン』という高度な美術、詩、文学、政
治などを分析する雑誌を編集している学者ロジャー・キンバル氏も、以前からアメリカ
の大学、とりわけ歴史学部が偏見、暴力を促している事を強く指摘し、批判している。85��
コーネル・ロー・スクールのウイリアム・ジェーコブセン教授は、ブラック・ライブス・
マターがマルクス主義者の傀儡と化しているテロ組織だと、2014年から繰り返して発言
し、また執筆している。86�アメリカ国内で「1619年プロジェクト」が描く歴史像に反対し
ている学者、有識者などは、確かに存在する。

「1619年プロジェクト」を止められる勢いはあるか

　以上のように、良心のある学者は確かにいるけれども、全体的にアメリカの学界がまと
もな状態に戻る可能性は極めて低い、と認めざるを得ない。例えばジェーコブセン教授
は、今年またブラック・ライブス・マターを批判したことで、コーネル大学の後援者、学
生、そして他の教員などから糾弾を受け、解雇を要求されている。87「アメリカ史」の主流、
つまり「1619年プロジェクト」の主張に反対する他の教授、学者も同様だ。反米的なアメ
リカの学界を変えるためには、歴史認識の革命がなければ出来ない見通しだ。
　確かに上述したピーター・ウッド教授や「ナショナル・アソシエーション・オブ・スコラー
ズ」の努力で、例えばワシントン州の一番大きな学校区の15区が「1619年プロジェクト
カリキュラム」の使用を拒否し、他にも反米カリキュラムをブロックした例がある。88�しか
し、全国では「1619年プロジェクト」の進捗度に拘らず、そのイデオロギーが深く染み込
んでいる。2020年7月現在、「1619年プロジェクト」カリキュラムを採用している学校は、
全米の4500校を超えていた。89�教育者は、大体「1619年プロジェクト」の主張に賛成して
いるようだ。90

　例えば、2020年にアナキストが市内の一部を奪って「自治区」（オートノマス・ゾーン）
を設立したことで注目を浴びたワシントン州シアトル市の学校のある教師は、その「自
治区」を一掃することを望んでいると発表した会社と個人のリストを自分のツイッターに
アップして、暴力を呼び掛けた。その教師は、女でも男でもないと言っていて、暴動な
どで暴力を振るうことで何回も逮捕された経歴があることが、後で判明した。何の教師か
というと、「歴史の先生」だと本人は認めている。91�2020年8月にワシントン州の隣オレゴ
ン州ポートランドの暴動で、アリス・エリザベス・ジョンソンが逮捕された。ジャーナリ
ストのアンディー・ニョーによれば、ジョンソンは暴徒を上空から監視していたヘリコプ
ターの操縦士をレーザーで狙い撃ちにし、失明させてヘリコプターを墜落させようとした
ほか、自らも暴徒に加わり、大きな石を投げて警官数人を負傷させた。92�ジョンソンは、
仕事として生徒に教えたりしているという。2017年9月に暴動で逮捕された中学教師イ
ヴォンヌ・フェラーカーも、暴力を振るったかどで逮捕された。93�彼女は後にテレビに出
演して、暴力の必要を改めて主張した。アメリカの各保守系メディアは、アンティファ

（ANTIFA、アンチ・ファシストの略称）と学校の先生、先生の労働組合との深い関係を暴
露している。94�アイオワ州のカークウッド短期大学の教員ジェフ・クリンズマンも、自分
のツイッターに「私はアンティファだ」と綴って、トランプ大統領に対するテロ組織の暴
力的威嚇に賛成していると書いた。95�そして上述したエリック・マン以外にも「ウェザー・
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アンダーグラウンド」のメンバーは、アメリカ学界で暖かく歓迎されており、未だに「先生」
として活躍している。元テロリスト、ビル・エアーズはイリノイ州立大学の教授で、彼の
パートナーで、過去にウェザー・アンダーグラウンドの爆弾魔として逮捕されたベルナ
ディン・ドーンは、ノースウエスタン大学ロー・スクール教授だった。96

　アメリカの学界では、「1619年プロジェクト」は大きなイデオロギーの一部に過ぎない。
文化マルクス主義、共産主義、過激的反米革命主義などは、融合した形として「ウオーク」

（目が覚めた）イデオロギーになった。97�中国共産党もアメリカ国内の歴史観をめぐる混乱
を煽り、ウオーク・イデオロギーを助長している。98�結果として、アメリカではアメリカ
史が教えられても、アメリカ人はアメリカ史についてほぼ無知だ、と言わざるを得ないの
である。99
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